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AI エッジコンピューティングを採用 

超小型スマートカメラ「LuFact A2000」を発売 
 

2022 年 11 月 1 日 
 
 

 
 
 
 

 
 
 

 
 

株式会社ニコン（社長：馬立 稔和、東京都港区）は、AI エッジコンピューティングにより対象物の検査がパソコ

ンレスで可能となり、検査の高速化や精度向上に貢献する超小型スマートカメラ「LuFact（ルファクト） A2000」を
発売します。 

 
「LuFact」シリーズは、ニコンがデジタルカメラで長年にわたって積み重ねてきた独自の画像処理技術から生ま

れた産業用カメラです。カメラヘッドと画像処理を行うユニットを分離することによって、カメラヘッドの超小型化を

実現し、既存の装置や生産ライン、ロボットハンドなどに設置しやすい製品です。今年 7 月にはパソコンやデジタ

ル入出力機器と組み合わせて使用するタイプの「LuFact A1000」を発売しています。 
 
今回発売する「LuFact A2000」は、AI 処理ユニット「LuFact A2000-G」と「LuFact」シリーズのカメラヘッドをセ

ットで使用する製品です。「LuFact A1000」の機能にくわえ、CPU や専用プロセッサなどを搭載し、AI エッジコン

ピューティングが可能なスマートカメラです。エッジ（機器側）で独立して検査データを判定、処理することにより、

サーバーに送るデータ量を削減させ、サーバーの負荷を低減し、消費電力の削減に貢献します。 
 
カメラヘッドは、グローバルシャッター式 CMOS イメージセンサーを採用し、動きのある撮像に適した 2 機種

と、高解像度でカラー撮影が可能な 1 機種を合わせた計 3 機種、AI 処理ユニットは、1 機種を発売します。 
 

本製品は、カメラ複数台で画像を取得するセンシング技術が評価され、DMG 森精機株式会社（社長：森 雅

彦、東京都江東区）が採用を決定、今後、同社の加工機内でモニタリング用のカメラとして導入される予定です。 
 

発売概要 
商品名 カメラヘッド※ LuFact CH050-MG 

LuFact AH050-MG 
LuFact AH080-CR 

AI 処理ユニット LuFact A2000-G 

発売時期 2023 年春予定 

 
※ カメラヘッドの「LuFact CH050-MG」、「LuFact AH050-MG」、「LuFact AH080-CR」は既に発売済みの I/F 変換ユニット「LuFact 

A1000-G」、「LuFact A1000-U」には対応していません。 

カメラヘッド「LuFact AH080-CR」 AI 処理ユニット「LuFact A2000-G」 



 

2 
 

開発の背景 
生産性向上やコスト削減、新たな製品やサービスの創出などを目的に、ものづくりの現場では DX 化へのニー

ズが高まっています。 
従来、人が目視で行っている製造工程の監視や外観検査などを自動化するためには、高速で、高感度、高解

像度の撮影ができる産業用カメラが必要です。また、検査の自動化を実施する場合、サーバーやクラウド等に膨

大なデータが送られることで、サーバーやクラウドへの負荷や消費電力が増えてしまう課題があります。さらに、

既存の装置や生産ライン、ロボットハンドなどへの設置を考慮すると、産業用カメラは小型、軽量で、取り付けの

自由度が高いことも重要視されています。 
 
今回発売する「LuFact A2000」は、「LuFact A1000」の上位モデルとして、従来の機能に AI エッジコンピューテ

ィングを搭載して進化させたスマートカメラです。エッジ側で処理することにより、必要なデータのみをサーバーや

クラウドに送ることができるため、サーバーの負荷軽減や消費電力の削減が可能です。さらに、「LuFact A2000」
だけで独立して検査データの AI 処理ができるため、検査をする現場のパソコンレス化を実現し、カメラの設置自

由度が高まります。 
今回の「LuFact」シリーズのラインナップ拡充により、検査対象や内容に応じて使用するカメラヘッドの選択肢

が広がり、ものづくりの現場における業務の効率化や DX 化の推進に貢献します。 
 

主な特長 
1. AI 処理ユニットでエッジコンピューティングが可能となり、パソコンレスを実現 
製造工程において、対象物の有り無し、幅計測、位置ズレなどの検査や判定の用途に使用可能です。また、検査

データをエッジ側で AI 処理することにより、検査をする現場のパソコンレス化を実現します。超小型のカメラであ

りながら、独立して思考し、判定できるので、簡単に設置して、手軽に検査をすることが可能になります。 
 

2. クラウドやサーバーに接続し、データ処理の高速化、消費電力の削減に貢献 
「LuFact A2000」は、サーバーやクラウドと接続してシステム化し、エッジ側の処理とサーバー、クラウド側の処理

を実行することで、検査の高速化や精度向上を実現します。また、エッジ側の処理で必要なデータだけを抽出し

て、サーバー、クラウドへ転送することができるため、サーバー、クラウドの負荷軽減や消費電力の削減が可能で

す。 
 
3. 撮影対象や用途に応じてカメラヘッドの選択が可能 
高解像度でカラー撮影が可能な「LuFact AH080-CR」と、動いている被写体の撮像に適した、グローバルシャッタ

ー式 CMOS イメージセンサーを採用した「LuFact CH050-MG」、「LuFact AH050-MG」の全 3 機種を発売しま

す。また、「LuFact A2000-G」は、既に発売済みのカメラヘッドで、高感度モデルの「LuFact AH020-MR」、高解

像度モデルの「LuFact AH080-MR」と組み合わせることも可能で、これまで以上に選択肢が広がり、撮影対象や

用途に応じて、より最適なシステム構成を実現できます。 
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主な仕様 
１）カメラヘッド 
製品名 LuFact CH050-MG LuFact AH050-MG LuFact AH080-CR 
撮像素子 1/1.8 型 CMOS イメージセンサー 

有効画素数 
2472(H)×2064(V) 

510 万画素 
3864(H)×2180(V) 

842 万画素 
実効画素数 2432(H)×2048(V) 3840(H)×2160(V) 

実効イメージサイズ 
(実効撮像面積) 

水平：6.664mm (2432×2.74μm) 
垂直：5.612mm (2048×2.74μm) 
対角：8.712mm 

水平：7.680mm 
(3840×2.0μm) 
垂直：4.320mm  
(2160×2.0μm) 
対角：8.812mm 

走査方式 プログレッシブスキャン 
カラーフィルタ配列 モノクロ カラー 
電子シャッター グローバルシャッター ローリングシャッター 

感度 

F5.6 
＜条件＞ 
被写体照度：3150lx 
ゲイン：0dB 
露光時間：18880μs 

F5.6 
＜条件＞ 
被写体照度：3150lx 
ゲイン：0dB 
露光時間：23606.0μs 

出力フレームレート 

■Full Resolution モード 
120fps：最大 120fps 

■High Frame Rate モード 
200fps：最大 199.3fps 

120fps 設定：約 114.8fps 
60fps 設定：約 59.8fps 
30fps 設定：約 30.0fps 

レンズマウント C マウント S マウント S マウント 
外形寸法(W×H×D) 30mm×30mm×43mm 20mm×20mm×43.2mm 20mm×20mm×43.2mm 
質量 46g 25.5g 25.5g 

 
２）AI 処理ユニット 
製品名  LuFact A2000-G 
外形寸法(W×H×D)  72mm×35mm×96mm 
質量  264.5g 
電源  PoE(IEEE802.3at 準拠) 、もしくは、DC12V 

デジタルインターフェース  GigE Vision 
RTP/RTSP 

出力方式 
(ピクセルフォーマット) 

GigE Vision GVSP Mono8/Mono10Packed/Mono12Packed 
Bayer RG8/Bayer RG10Packed/Bayer 

RG12Packed/YUV420_888 
 RTP/RTSP H.264 
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この件に関する問い合わせ先 
 
●報道関係の問い合わせ先 
株式会社ニコン 経営管理本部 広報部         上出・宇佐美 
108-6290 東京都港区港南 2-15-3 品川インターシティ C 棟        03-6433-3741 

●お客様の問い合わせ先 
株式会社ニコン デジタルソリューションズ事業部 事業戦略部                        江口・王 
108-6290 東京都港区港南 2-15-3 品川インターシティ C 棟 https://digital-sol.nikon.com/form/ 

 
●ニコン・ホームページ https://www.jp.nikon.com/ 
●ニコン・デジタルソリューションズ事業部ホームページ https://digital-sol.nikon.com/ 
本プレスリリースに掲載されている情報は、発表日現在の情報です。 

https://digital-sol.nikon.com/form/
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